
評価事業１ 

＜道路事業＞ 

名古屋市における安全を確保する 

総合的な道路の整備（防災・安全） 

（緑政土木局） 





















評価事業２ 

＜道路事業＞ 

名古屋市における総合的な道路の老朽化対策

（防災・安全） 

（緑政土木局） 



















評価事業３ 

＜国土交通省所管公共事業＞ 

山崎川事業間連携河川事業 

（緑政土木局） 



名古屋市緑政土木局

事 業 名 山崎川事業間連携河川事業 事業主体 愛知県名古屋市

河川名 区　名 名古屋市南区

事業期間

事業区間

事業内容

総事業費

事業採択時 実績値

事  業  費 10億1500万円 8億5000万円

事 業 期 間 ３年 ３年

事 業 効 果

事業内容

事業区間

事業期間

対象降雨

費　　用 202億円

便　　益 2469億円

B/C

・ JR橋りょう下部工改築　一式　　・ 掘削工　一式　　・ 護岸工　一式

山崎川JR東海道線橋りょう周辺　約100m

事業目的

（ ２） 同種事業の計画・ 調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
　　治水事業において、河川事業と下水道事業の連携が重要であり、今後もより綿密に連携するよう検討していく 。

山崎川流域の人口及び世帯数は、河川整備計画が策定された平成25年度と比べやや増加している。

対応方針(案）

（ １） 評価結果
　　本事業は計画どおり完了したが、今後連携事業である下水道事業が完了することで、より相乗的に事業効果が発現するもの
と考えられる。

費用対効果
分　　　析

「 二級河川山崎川水系河川整備計画」 による事業

　計画降雨（ W=1/10）

　 12. 2

治水施設の整備及び維持管理に要する総費用

治水施設の整備によって防止し得る被害額及び施設の残存価値

　約11. 5km

事後評価　総括表

　平成25年度より概ね30年

事業実施による環境の変化

社会経済情勢の変化

本事業において環境への影響は確認されていない。

本事業において山崎川JR橋りょう部の河川改修と下水道事業を実施することにより、東海豪雨相当の降雨（ 計画
規模超過降雨） に対して、浸水面積が約４割減少する。

令和元年度～令和３年度

事業の諸要因の変化

事業効果の発現状況

二級河川山崎川

事業概要

8億5000万円

　山崎川は、本市中心部の住宅地を流下する二級河川であり流域内人口は約25万人を有している。
　東海豪雨や平成16年9月豪雨では、流域内で浸水被害が発生している。このため、山崎川では河川整備計画に基づき、計画降雨
である年超過確率W=1/10による洪水を安全に流下させる河川整備を行い、当該流域の浸水被害を解消することとしている。
　加えて、本事業区間においては、下水道事業と連携することにより超過降雨（ 東海豪雨相当） に対しても浸水被害の軽減を行
うことを目的としている。

変化の要因

仮設工の見直し、堆積土砂の減少

－



位　置　図

河川整備計画

対象区間

約11.5km

本事業区間

約100m


